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一　

本
書
の
基
本
的
性
格
と
切
手
収
集 

― 

郵
趣 
― 
に
つ
い
て

　

一
九
七
〇
年
代
の
前
半
、
万
国
博
記
念
切
手
や
高
松
塚
古
墳
切
手
の
発
行
、
あ
る

い
は
、
ア
メ
リ
カ
施
政
下
で
独
自
の
切
手
を
発
行
し
て
い
た
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
刺

激
さ
れ
て
、
日
本
は
い
わ
ゆ
る
切
手
ブ
ー
ム
に
沸
い
て
い
た
。
現
在
四
〇
代
・
五
〇

代
の
人
は
学
校
が
引
け
る
と
新
発
行
の
記
念
切
手
を
買
い
に
郵
便
局
に
走
り
、
七
〇

代
・
八
〇
代
の
人
は
我
が
子
の
代
わ
り
に
早
朝
か
ら
郵
便
局
の
前
に
並
ん
だ
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
代
、
や
は
り
切
手
少
年
で
あ
っ
た
評
者
は
、
小
・
中
学
生
向
け

切
手
趣
味
雑
誌
の
記
事
の
中
で
、
丹
下
甲
一
氏
の
名
前
を
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
。

当
時
確
か
高
校
生
か
大
学
生
で
あ
っ
た
氏
は
、
若
手
の
郵
趣
家
―
切
手
収
集
家
は
自

身
を
表
す
の
に
こ
の
語
を
用
い
る
―
の
一
人
と
し
て
す
で
に
有
名
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
丹
下
氏
が
永
年
に
わ
た
る
切
手
収
集
経
験
を
踏
ま
え
て
、
郵
趣
家
の
立
場
か
ら
上

梓
し
た
の
が
本
書
『
郵
便
史
』
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
本
書
の
性
格
に
つ
い
て
、
そ
し
て
本
書
の
前
提
と
な
る
「
切
手
カ
タ
ロ

グ
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
『「
日
専
」
を
読
み
解
く

シ
リ
ー
ズ
』
の
一
冊
を
構
成
し
て
い
る
。『
日
専
』
と
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
る
『
日
本
切
手
専
門
カ
タ
ロ
グ
』（
一
九
七
六
年
以
前
の
書
名
は
『
新
日

本
切
手
カ
タ
ロ
グ
』）
の
略
称
で
あ
る
。
毎
年
秋
に
翌
年
版
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
が
、

二
〇
〇
七
年
版
か
ら
内
容
別
に
三
分
冊
と
な
っ
た
後
は
そ
れ
ぞ
れ
一
年
お
き
程
度
で

改
訂
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
最
新
版
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
三

分
冊
が
扱
う
「
日
本
関
連
地
域
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
施
政
下
の
沖
縄
、
満
州
国
、
中

国
・
南
方
の
日
本
占
領
地
な
ど
を
指
す
。

　

日
本
郵
趣
協
会 

日
本
切
手
カ
タ
ロ
グ
小
委
員
会
（
監
修
）

　
　
『
日
本
切
手
専
門
カ
タ
ロ
グ　

戦
前
編　

二
〇
〇
九-

一
〇
』
日
本
郵
趣
協
会
、

二
〇
〇
八
年

　
　
『
日
本
切
手
専
門
カ
タ
ロ
グ　

戦
後
編　

二
〇
〇
八
』
同
、
二
〇
〇
七
年

　
　
『
日
本
切
手
専
門
カ
タ
ロ
グ　

日
本
関
連
地
域
編　

二
〇
〇
八
』
同
、

二
〇
〇
八
年

　

ま
た
、『「
日
専
」
を
読
み
解
く
シ
リ
ー
ズ
』
シ
リ
ー
ズ
は
、『
日
専
』
に
採
録
さ

【
書
評
】
丹
下
甲
一
『
郵
便
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『「
日
専
」
を
読
み
解
く
シ
リ
ー
ズ
』）

藤

田

裕

邦
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場
で
の
切
手
不
足
や
混
乱
に
よ
る
連
絡
ミ
ス
の
た
め
に
、
発
行
担
当
部
署
の
知
ら
な

い
う
ち
に
配
給
・
窓
口
発
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
後
か
ら
遡
及

的
な
発
行
公
示
が
な
さ
れ
た
が
、
中
に
は
そ
れ
も
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
例
も
見
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
製
造
技
術
の
向
上
も
切
手
に
微
妙
な
違
い
を
引
き
起
こ
す
。
昭
和

三
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
新
た
な
目
打
の
穿
孔
機
が
導
入
さ
れ
、
ア
ラ

ビ
ア
ゴ
ム
や
で
ん
ぷ
ん
糊
に
代
わ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
糊
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
同
じ
図
案
の
切
手
で
も
耳
紙
へ
の
目
打
の
抜
け
方
や
裏
糊
の
状
態
で
分
類

で
き
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
記
録
は
調
達
担
当
部
署
と
発
注
先
の
内

部
資
料
に
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
り
、
外
部
公
表
や
永
久
保
存
ま
で
は
想
定
し
て
い
な

い
。

　

こ
う
し
た
事
情
ゆ
え
に
、
収
集
目
的
で
の
分
類
の
た
め
に
は
郵
便
事
業
体
側
に
よ

る
情
報
で
は
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
郵
趣
家
は
そ
れ
に
加
え
て
、
現
実
に
存
在
す
る

切
手
類
そ
の
も
の
に
着
目
し
な
が
ら
独
自
に
情
報
を
蓄
積
し
て
き
た
。「
切
手
カ
タ

ロ
グ
」
と
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
あ

く
ま
で
収
集
目
的
で
作
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
事
業
体
の
切
手
発
行
方
針

が
一
貫
し
て
い
な
い
時
期
、
あ
る
い
は
、
製
造
技
術
の
向
上
が
見
ら
れ
た
時
期
の
切

手
に
つ
い
て
は
、
事
業
体
の
意
図
と
は
異
な
る
形
の
分
類
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
複
数
の
カ
タ
ロ
グ
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
よ
っ
て
分
類

方
法
が
異
な
る
こ
と
も
生
じ
る
し
、
同
じ
カ
タ
ロ
グ
で
あ
っ
て
も
改
訂
後
の
版
で
そ

れ
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
切
手
類
の
分
類
は
カ
タ
ロ
グ
編
纂

者
の
見
解
（
学
問
の
世
界
で
い
え
ば
学
説
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
「
郵
便
史
」
と
い
う
言
葉
に
も
注
意
し

た
い
。
一
般
に
は
、
こ
う
し
た
言
葉
は
、
例
え
ば
「
鉄
道
史
」
と
か
「
海
運
史
」
と

い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
歴
史
学
の
分
野
史
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で

れ
た
切
手
類
の
う
ち
い
く
つ
か
の
分
野
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
や
収
集
方
法
な
ど

を
解
説
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
以
外
に
は
こ
れ
ま
で
に
以
下
の
各
巻
（
刊
行
順
）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　

高
野
昇
郎
『
手
彫
切
手
』
日
本
郵
趣
出
版
、　

二
〇
〇
五
年

　
　

玉
木
淳
一
『
軍
事
郵
便
』
同
、
二
〇
〇
五
年

　
　

大
村
公
作
『
新
昭
和
切
手
』
同
、
二
〇
〇
五
年

　
　

天
野
安
治
『
大
正
切
手
』
同
、
二
〇
〇
六
年

　
　

土
屋
理
義
『
南
方
占
領
地　

切
手
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
』
同
、
二
〇
〇
八
年

　

次
に
、『
日
専
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
切
手
カ
タ
ロ
グ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
平

た
く
言
え
ば
過
去
に
発
行
さ
れ
た
切
手
の
解
説
付
き
リ
ス
ト
で
あ
り
、
通
常
は
さ
ら

に
、
収
集
品
と
し
て
の
取
引
市
場
評
価
額
も
記
載
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
切
手
と
は

郵
便
事
業
体
が
発
行
す
る
料
金
前
納
証
紙
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
解
説
付
き
リ
ス
ト
の

基
盤
と
な
る
の
は
事
業
体
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
切
手
発
行
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
は
、
事
業
体
な
ら
び
に
一
般
的
な
郵
便
利
用
者
が
通
常
の
郵
便
利
用
の
た

め
に
必
要
な
範
囲
に
と
ど
ま
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
切
手
収
集
の
観
点
で
必
要

な
情
報
ま
で
含
ん
で
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
自
動
販
売
機
で
販
売
さ
れ

る
切
手
は
、
切
り
離
し
の
た
め
の
穿
孔
（「
目
打
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
上
下
二
辺
に

し
か
な
く
、
そ
れ
が
四
辺
に
施
さ
れ
て
い
る
通
常
の
シ
ー
ト
状
切
手
と
は
外
見
上
明

ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
収
集
上
は
別
の
切
手
と
し
て
分
類
さ
れ
る
が
、
郵
便

事
業
体
側
の
公
示
で
は
図
案
と
印
刷
面
の
大
き
さ
が
シ
ー
ト
状
切
手
と
同
じ
で
あ
れ

ば
同
一
の
切
手
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
郵
趣
家
へ
の
配
慮
か
ら
、
自
販
機
用

切
手
の
発
行
に
関
す
る
情
報
は
公
表
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
第
二
次
大
戦
末
期
前

後
に
は
、
調
達
担
当
部
署
に
納
品
さ
れ
た
新
切
手
（
新
切
手
と
は
い
っ
て
も
、
生
産

力
低
下
の
た
め
以
前
よ
り
も
低
水
準
の
技
術
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
が
、
現
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便
史
収
集
で
は
、
郵
便
事
業
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
社
会
事
情
に
つ
い
て
、
時
代
、
地
域
、

分
野
な
ど
を
限
定
し
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に
即
し
て
収
集
を
進
め
る
。
テ
ー

マ
の
実
例
を
、
本
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
切
手
展
出
品
作
品
（
切
手
展
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
）
に
求
め
る
と
、「
内
容
証
明
郵
便
制
度
」「
水
路
郵
便
逓
送
」「
在
朝
鮮

日
本
局
郵
便
史　

一
八
七
六
〜
一
九
〇
〇
」「
昭
和
の
戦
争
と
日
本
」「
沖
縄
に
お
け

る
戦
争
と
郵
便
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、収
集
対
象
範
囲
と
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
開
プ
ラ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郵
趣
家
が
自
身
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
ゼ
ロ
か
ら

設
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
が
伝
統
郵
趣
に
対
す
る
郵
便
史
収
集

の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
伝
統
郵
趣
の
指
南
書
が
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
刊

行
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
著
者
が
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
て
い
る
と
お

り
、
郵
便
史
収
集
の
在
り
方
を
扱
っ
た
文
献
は
多
く
な
い
。
郵
趣
の
世
界
に
お
け
る

本
書
の
刊
行
は
、
郵
便
史
収
集
と
い
う
独
自
分
野
に
つ
い
て
、
包
括
的
な
見
通
し
を

与
え
る
と
い
う
点
に
意
義
が
あ
る
。

二　

本
書
の
構
成
と
内
容

　

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
引
き
続
い
て
本
書
の
構
成
と
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　

第
一
章
「
郵
便
史
収
集
と
は
」
は
、郵
便
史
収
集
全
体
に
つ
い
て
の
概
説
で
あ
り
、

特
に
そ
の
独
自
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
第
一
節
「
郵
便
制
度
史
の
側
面
・
要
素
」

で
は
、
郵
便
史
の
基
本
で
あ
り
、
切
手
類
に
そ
の
情
報
が
直
接
に
反
映
さ
れ
る
郵
便

制
度
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
郵
便
史
収
集
に
と
っ
て
必
要
な
要
素
を
、

郵
便
料
金
、郵
便
網
・
逓
送
経
路
、郵
政
事
業
史
の
三
点
か
ら
見
て
い
く
。
第
二
節「
歴

史
的
な
背
景
と
の
関
連
性
」
で
は
、
郵
便
事
業
の
歴
史
一
般
と
の
関
連
を
、
郵
便
事

業
の
国
内
外
で
の
地
理
的
展
開
や
、
社
会
的
事
件
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
扱
う
。
第
三

あ
ろ
う
。
実
際
、そ
う
し
た
意
味
で
の
「
郵
便
史
」
の
研
究
も
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、

一
般
向
け
に
も
、
明
治
期
の
日
本
を
扱
っ
た
、
薮
内
吉
彦
『
日
本
郵
便
発
達
史
』（
明

石
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
主
に
イ
ギ
リ
ス
郵
便
史
を
考
察
し
た
、
星
名
定
雄
『
郵

便
の
文
化
史
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
本
書
を
そ
う
し
た
内
容
の
図
書
と
思
っ
て
手
に
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
本
書
が
扱
う
の
は
、
歴
史
学
の
一
分
野
と
し
て
の
「
郵
便
史
」
で
は

な
く
、
切
手
収
集
の
一
分
野
と
し
て
の
「
郵
便
史
収
集
」
で
あ
り
、
切
手
類
そ
の
他

の
収
集
対
象
品
の
取
り
扱
い
と
位
置
付
け
を
示
す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
非
郵
趣
家
の
認
識
に
即
し
て
み
る
な
ら
ば
、
本
書
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、「
郵

便
史
」
と
い
う
よ
り
、「
郵
便
史
的
切
手
収
集
」
と
で
も
表
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
切
手
収
集
と
い
う
と
、
一
般
に
は
、
例
え
ば
「
花
」「
童
話
」「
赤
十
字
」

な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
図
案
や
発
行
趣
旨
が
そ
れ
に
関
係
す
る
切
手
を
収
集

す
る
方
法
と
、「
イ
ギ
リ
ス
切
手
」「
中
華
人
民
共
和
国
切
手
」「
戦
後
日
本
切
手
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
国
や
地
域
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
代
を
も
限
定
し
て
そ
の
範

囲
内
の
切
手
を
収
集
す
る
方
法
が
、
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
二
つ
の

方
法
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
主
流
を
成
し
て
い
る
。
郵
便
史
収
集

は
、
こ
の
二
つ
の
中
で
は
後
者
に
由
来
す
る
収
集
方
法
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に

対
す
る
独
自
性
を
持
つ
収
集
方
法
で
も
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
著
者
は
、
郵
便
史
収

集
と
の
対
比
で
、
こ
の
後
者
の
収
集
方
法
を
「
伝
統
郵
趣
」
と
表
現
し
て
い
る
。
伝

統
郵
趣
の
基
本
と
な
る
の
は
、
切
手
カ
タ
ロ
グ
に
採
録
さ
れ
て
い
る
切
手
類
を
そ
の

分
類
に
し
た
が
っ
て
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
収
集
対
象
範
囲
と
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
開
プ
ラ
ン
の
骨
子
は
、
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
外
枠
に
よ
っ
て
す
で
に
提
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
端
的
な
表
現
を
す
る
な
ら
ば
、
カ
タ
ロ
グ
に
採
録
さ

れ
た
切
手
類
を
い
わ
ば
穴
埋
め
的
に
集
め
て
い
く
形
を
取
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
郵
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他
」
で
は
そ
れ
ら
の
複
合
的
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
以
外
の
事
例
に
つ
い
て
、『
日

専
』
で
の
記
載
方
法
と
そ
こ
か
ら
の
情
報
の
読
み
取
り
方
を
示
す
。
特
に
第
五
節
で

は
、
切
手
発
行
以
前
の
飛
脚
便
、
明
治
初
期
に
欧
米
諸
国
が
日
本
に
設
置
し
た
郵
便

局
、
日
本
に
よ
る
併
合
前
後
や
第
二
次
大
戦
直
後
の
韓
国
・
朝
鮮
地
域
で
の
切
手
類

の
取
り
扱
い
を
、
例
に
挙
げ
て
い
る
。

　

第
三
章
「
郵
便
史
収
集
を
構
成
す
る
ア
イ
テ
ム
」
に
お
い
て
は
、
切
手
類
そ
の
他

の
収
集
対
象
品
―
郵
趣
界
で
は
こ
れ
を
「
マ
テ
リ
ア
ル
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、

著
者
は
そ
れ
に
代
え
て
「
ア
イ
テ
ム
」
の
語
を
用
い
て
い
る
―
に
つ
い
て
扱
わ
れ
る
。

郵
便
史
収
集
も
切
手
収
集
の
一
環
で
あ
る
以
上
、
対
象
品
は
何
よ
り
も
切
手
類
で
あ

る
が
、
伝
統
郵
趣
と
は
異
な
る
手
法
を
取
る
以
上
、
ア
イ
テ
ム
の
評
価
・
位
置
付
け

も
伝
統
郵
趣
の
場
合
と
異
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
問
題
が
二
つ

の
節
で
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
節
「
い
わ
ゆ
る
必
須
要
素
等
」
で
は
、
ま
ず
、
先
に
挙

げ
た
郵
便
史
収
集
を
構
成
す
る
三
本
柱
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ら
は
、
カ
バ
ー
の
上

で
、
貼
付
切
手
類
、
差
出
人
住
所
や
宛
名
、
差
出
地
・
経
由
地
・
宛
先
地
で
押
さ
れ

た
郵
便
印
な
ど
の
形
で
現
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
カ
バ
ー
の
実
例
を
示
し
つ
つ
、
そ
こ

か
ら
三
本
柱
に
関
す
る
情
報
を
解
読
す
る
方
法
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
節

で
は
、
伝
統
郵
趣
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
収
集
の
主
役
と
な
る
切
手
類
自
体
、
殊
に

未
使
用
の
切
手
類
に
つ
い
て
、
郵
便
史
収
集
に
お
い
て
は
位
置
付
け
が
微
妙
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
二
節
「
そ
の
他
の
要
素
」
で
は
、
郵
便
事
業
体
側
や
利

用
者
側
が
郵
便
の
運
営
や
利
用
の
た
め
に
用
い
た
封
筒
類
や
ラ
ベ
ル
・
用
紙
類
、
さ

ら
に
は
カ
バ
ー
上
に
記
さ
れ
て
い
る
差
出
人
・
宛
先
人
の
住
所
氏
名
や
業
務
の
た
め

に
な
さ
れ
た
書
き
込
み
な
ど
に
つ
い
て
扱
う
。
こ
れ
ら
は
切
手
そ
れ
自
体
で
は
な
い

が
ゆ
え
に
、
伝
統
郵
趣
で
は
収
集
の
対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
、
こ
れ
ら

の
物
品
類
が
そ
の
郵
便
物
に
関
す
る
「
情
報
」
を
も
た
ら
す
点
に
注
意
を
促
し
て
い

節
「
他
の
切
手
収
集
分
野
と
の
相
違
・
関
連
性
」、
第
四
節
「
こ
れ
ま
で
の
郵
便
史

収
集
・
研
究
の
歩
み
」
は
い
ず
れ
も
郵
趣
独
自
の
観
点
に
拠
る
内
容
で
あ
り
、
前
者

は
既
存
の
収
集
分
野
と
郵
便
史
収
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
後
者
は
郵
便
史
収
集
の

歴
史
に
つ
い
て
扱
う
。

　

切
手
類
そ
の
も
の
の
分
類
を
目
的
と
す
る
切
手
カ
タ
ロ
グ
の
記
載
の
流
れ
は
、
個

別
の
郵
趣
家
ご
と
の
独
自
プ
ラ
ン
に
拠
る
郵
便
史
収
集
の
流
れ
と
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。
そ
こ
で
、第
二
章「『
日
専
』に
み
ら
れ
る
郵
便
史
の
項
目
・
要
素
」で
は
、

第
一
章
で
示
さ
れ
た
項
目
・
要
素
が
『
日
専
』
で
は
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
記
載
さ
れ
た
情
報
を
郵
便
史
収
集
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
読
み
直
せ

ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
五
節
に
わ
た
っ
て
扱
わ
れ
る
。
著
者
は
、
第
一
章
を
受
け

て
、
郵
便
料
金
、
逓
送
経
路
、
郵
便
印
を
、
郵
便
史
収
集
を
構
成
す
る
三
本
柱
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
が
、本
章
で
は
最
初
の
三
節
「
郵
便
料
金
に
関
す
る
も
の
」「
逓

送
経
路
（
ル
ー
ト
）
に
関
す
る
も
の
」「
郵
便
印
に
関
す
る
も
の
」
を
こ
の
三
本
柱

の
そ
れ
ぞ
れ
に
充
て
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
郵
便
料
金
と
郵
便
印
は
、『
日

専
』
の
記
載
項
目
か
ら
直
接
に
情
報
が
読
み
取
れ
る
。
逓
送
経
路
に
つ
い
て
は
、
直

接
的
な
解
説
は
『
日
専
』
に
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、本
章
で
は
、『
日
専
』

の
、
実
際
に
差
し
出
さ
れ
た
郵
便
物
類
（
郵
趣
家
は
「
カ
バ
ー
」
と
呼
ぶ
）
に
関
す

る
本
文
中
の
解
説
と
、
巻
末
の
郵
便
料
金
表
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必

要
な
情
報
を
読
み
取
る
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
外
国
宛
カ
バ
ー

の
評
価
額
が
、
同
一
切
手
・
同
一
郵
便
種
別
で
も
経
由
地
・
宛
先
に
よ
っ
て
異
な
る

例
を
示
し
、
そ
れ
が
当
時
の
日
本
と
宛
先
国
と
の
関
係
の
粗
密
や
輸
送
状
況
な
ど
、

郵
便
史
的
事
情
の
反
映
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
第
四
節
「
切
手
・
葉

書
本
体
自
体
に
郵
便
史
背
景
が
あ
る
も
の
」
で
は
切
手
類
の
発
行
な
い
し
は
存
在
自

体
が
郵
便
史
的
に
意
義
を
持
つ
事
例
に
つ
い
て
、
第
五
節
「
複
合
的
な
要
素
・
そ
の
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以
上
が
本
書
の
主
体
を
な
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
関
連
す
る
事
項

が
二
つ
の
付
録
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
付
録
一
「
あ
る
実
験
的
作
品
の
展
開

　

―
新
た
な
郵
便
史
収
集
を
め
ざ
し
て
―
」
は
、
著
者
自
身
が
二
〇
〇
六
年
に
切
手

展
出
品
し
た
作
品
「
確
立
・
発
展
期
の
近
代
日
本
―
日
清
勝
利
か
ら
満
州
国
成
立
ま

で
―
」
を
、
本
書
で
の
記
述
と
関
連
付
け
て
解
説
し
て
お
り
、
付
録
二
「
カ
バ
ー
の

偽
造
・
変
造
」
は
、
郵
便
史
収
集
の
主
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
カ
バ
ー
に
つ
い
て
、
そ

の
ま
っ
た
く
の
偽
物
で
あ
る
偽
造
や
、
真
正
品
に
切
手
の
貼
り
替
え
・
貼
り
加
え
や

偽
郵
便
印
を
施
し
た
変
造
を
、
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
収
集
に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
四
つ
の
コ
ラ
ム
「
赴
任
地
と
郵
便
史
」「
日
下
亥
太
郎
と
の
不
思
議
な
出
会
い
」

「
絵
葉
書
収
集
と
郵
便
史
の
間
」「
二
・
二
六
事
件
と
郵
趣
」
と
し
て
、
第
一
章
〜
第

四
章
の
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
第
四
章
を
は
じ
め
本
書
で
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
切
手
展
」
に
関
連

し
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
郵
趣
家
は
、
ア
イ
テ
ム
の
収
蔵
・
整
理
用
具
と
し
て
、

ス
ト
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
他
に
切
手
ア
ル
バ
ム
を
多
用
す
る
。
切
手
ア
ル
バ
ム
と
は
、
物

理
的
に
は
厚
手
用
紙
を
用
い
た
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
で
あ
り
、
郵
趣
専
用
品
が
商
品
化
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、
や
は
り
専
用
の
用
具
で
切
手
類
を
貼
り
込
み
、
必
要
な
解
説

文
を
記
載
す
る
形
で
ア
イ
テ
ム
を
整
理
す
る
。
切
手
展
と
は
郵
趣
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
発
表
機
会
で
あ
り
、
出
展
は
切
手
ア
ル
バ
ム
の
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
を
展
示
す
る
形
で

行
わ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
・
趣
旨
の
切
手
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
我
々
が
近

隣
の
郵
便
局
で
し
ば
し
ば
目
に
す
る
、
地
元
の
郵
趣
家
に
よ
る
切
手
類
の
展
示
は
、

最
も
小
規
模
な
形
態
の
切
手
展
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
書
で
扱
わ
れ
て
い

る
切
手
展
は
、
出
品
作
品
を
、
ア
イ
テ
ム
自
体
、
全
体
構
成
、
展
示
技
術
な
ど
の
観

点
か
ら
審
査
し
て
優
秀
作
品
を
表
彰
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

そ
う
し
た
趣
旨
に
よ
る
日
本
全
国
規
模
の
代
表
的
な
切
手
展
が
、
二
つ
の
主
催
団
体

る
。

　

第
四
章「
郵
便
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
り
方
」（
目
次
で
は「
郵
便
史
収
集
の
実
践
」

と
な
っ
て
お
り
、
本
文
と
食
い
違
っ
て
い
る
。
本
作
り
と
し
て
大
き
な
失
点
で
あ
ろ

う
）
は
、
本
書
の
中
で
郵
趣
の
観
点
が
最
も
色
濃
く
現
れ
た
章
で
あ
る
。
最
初
の
二

節
「
ア
イ
テ
ム
の
入
手
」「
ア
イ
テ
ム
の
評
価
・
選
定
基
準
等
」
で
は
、
ア
イ
テ
ム

の
購
入
ル
ー
ト
と
方
法
、
状
態
、
収
集
対
象
と
し
て
の
妥
当
性
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。

第
三
節
「
ア
イ
テ
ム
の
調
査
・
研
究
」
で
は
、
入
手
し
た
ア
イ
テ
ム
に
関
す
る
情
報

の
収
集
に
つ
い
て
、
郵
趣
家
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
郵
趣
関
係
文
献
の
利
用

に
触
れ
た
後
、
交
通
史
・
通
信
史
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
歴
史
学
関
係
文
献
、
さ

ら
に
は
図
書
館
・
博
物
館
な
ど
の
所
蔵
文
献
・
史
料
類
の
利
用
を
提
案
し
て
い
る
。

第
四
節
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ま
と
め
方
」
と
第
五
節
「
切
手
展
に
お
け
る
審
査
基
準
」

で
は
、
多
数
の
ア
イ
テ
ム
を
単
に
集
め
た
だ
け
の
状
態
（
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
シ
ョ
ン
）

か
ら
、
テ
ー
マ
に
最
適
な
も
の
を
取
捨
選
択
し
て
一
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
中
に

整
理
・
分
類
し
た
状
態
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
ま
と
め
上
げ
る
作
業
と
、
そ
の
成
果

を
発
表
す
る
場
で
あ
る
切
手
展
で
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
品
審
査
基
準
を
扱
う
。

　

第
五
章
「
こ
れ
か
ら
の
郵
便
史
収
集
」
は
、
郵
便
史
収
集
の
今
後
の
課
題
へ
の
見

通
し
を
与
え
る
章
で
あ
る
。
第
一
節
「
必
須
要
素
に
係
わ
る
収
集
の
今
後
」
は
、
前

述
の
郵
便
史
収
集
を
構
成
す
る
三
本
柱
に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
は
完
成
期
に
近
付

い
て
い
る
と
評
価
し
つ
つ
も
、
二
番
目
の
要
素
で
あ
る
逓
送
経
路
に
関
し
て
、
郵
便

局
の
外
国
郵
便
交
換
機
能
の
整
備
を
地
域
発
展
と
関
連
付
け
る
捉
え
方
を
紹
介
し
、

新
た
な
収
集
方
向
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
第
二
節
「
一
般
歴
史
的
な
背
景
に
着
目

し
た
収
集
」
で
は
、
郵
便
史
収
集
を
、
従
来
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
交
通
・
通
信
史

に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
・
現
代
史
の
よ
り
一
般
的
な
流
れ
の
中
で
と
ら
え
、
そ
れ
ら
を

表
現
す
る
方
向
を
提
案
す
る
。
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に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
は
、
そ
れ
を
個
人
の
収
集
態
度
の
次

元
で
語
る
の
で
は
な
く
、郵
趣
の
専
門
的
な
営
み
で
あ
る
郵
便
史
収
集
そ
の
も
の
を
、

一
般
の
歴
史
学
の
脈
略
に
向
け
て
、
外
延
的
か
つ
有
機
的
に
発
展
さ
せ
る
可
能
性
あ

る
い
は
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
と
、
評
者
は
考
え
る
。

　

郵
便
史
収
集
の
発
展
を
、
歴
史
学
と
多
少
関
連
付
け
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。
歴

史
学
に
お
い
て
は
、
過
去
の
時
代
の
遺
物
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で
が
「
史
料
」
の
範
囲

か
と
い
う
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
学
界

の
理
解
を
得
ら
れ
る
形
で
吟
味
が
な
さ
れ
、
そ
の
上
で
有
益
な
情
報
を
発
信
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
物
理
的
に
は
い
か
な
る
物
品
で
あ
ろ
う
と
も
史
料
と
し
て
の
資
格
を

得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
外
的
体
裁
を
理
由
に
最
初
か
ら
門
前
払
い
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
他
方
、
郵
趣
に
お
い
て
は
、「
切
手
」
収
集
で
あ
る
以
上
、
切
手
類
こ
そ
が

収
集
対
象
で
あ
る
と
い
う
原
理
が
存
在
す
る
。
そ
れ
以
外
の
物
品
を
対
象
に
し
た
時

点
で
、
切
手
収
集
は
切
手
収
集
で
な
く
な
る
。
し
か
し
、
郵
便
史
収
集
に
お
い
て
は
、

郵
便
事
業
運
営
の
実
態
や
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の
中
で
の
郵
便
事
業
の
位
置
付
け

な
ど
が
扱
わ
れ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
示
す
も
の
に
ま
で
関
心
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
し
て
切
手
類
以
外
を
も
収
集
対
象
に
含
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
歴
史
学

の
特
殊
テ
ー
マ
研
究
に
近
付
く
一
方
、
切
手
収
集
と
は
呼
び
が
た
い
様
相
を
帯
び
て

く
る
。
そ
こ
に
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
る
。
切
手
収
集
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
つ
た
め
に
は
、
ど
こ
ま
で
を
対
象
物
と
し
て
認
め
る
か
、
そ
れ
が
郵
便
史
収
集
の

大
き
な
問
題
点
で
あ
り
、
著
者
を
含
む
郵
便
史
収
集
家
が
非
常
に
苦
慮
し
た
点
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
を
解
決
さ
せ
る
手
掛
り
を
、
著
者
は
、
郵
便
史
に
関
す
る
「
情
報
」

を
収
集
品
か
ら
読
み
取
る
こ
と
に
求
め
、
そ
う
し
た
「
情
報
」
が
得
ら
れ
る
か
否
か

を
収
集
対
象
の
基
準
と
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
と
、
評
者
は
捉
え
る
。

　

伝
統
郵
趣
に
お
い
て
は
、切
手
類
と
い
う「
モ
ノ
」が
収
集
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
書
末
尾
「
本
書
で
言
及

し
た
主
な
文
献
、
お
よ
び
作
品
」
の
う
ち
、「
出
品
作
品
」
の
表
記
が
あ
る
事
項
は
、

そ
の
よ
う
な
切
手
展
へ
の
出
品
作
品
を
指
す
。
ま
た
、
第
四
章
第
四
節
・
付
録
一
の

図
版
は
、
い
ず
れ
も
切
手
展
出
品
作
品
の
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
（
バ
イ
ン
ダ
ー
へ
の
閉
じ

穴
が
な
い
が
、
切
手
展
出
品
の
際
に
は
閉
じ
穴
の
な
い
展
示
専
用
リ
ー
フ
が
用
い
ら

れ
る
）
で
あ
る
が
、
一
二
六
頁
図
一
七
の
み
外
見
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
型
の

ア
イ
テ
ム
を
展
示
す
る
た
め
に
特
別
な
処
理
を
施
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

三　

本
書
か
ら
何
を
読
み
取
る
か

　

最
初
に
触
れ
た
刊
行
の
経
緯
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
本
書
は
基
本
的
に
、
郵
趣
家

の
た
め
に
書
か
れ
た
文
献
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
が
、
日
本
切
手
全
般
と
切

手
カ
タ
ロ
グ
『
日
専
』
に
つ
い
て
の
一
通
り
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
前
提

と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
読
者
、
す
な
わ
ち
郵
趣
家
の
視
点
に
基
づ
く
本
書
の
書

評
は
、
郵
趣
誌
に
お
い
て
然
る
べ
き
形
で
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、

郵
趣
家
で
は
な
い
歴
史
家
の
視
点
か
ら
、
本
書
を
見
て
い
き
た
い
。

　

最
初
に
、
本
書
の
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
本
書
は
、
そ
の
書
名
か
ら
非
郵
趣
家
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
、

郵
便
史
の
概
説
書
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
の
た
め
の
手
引

書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郵
便
史
の
具
体
的
な
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
は
本
書
の

課
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ
著
者
は
、
郵
便
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
持
つ
郵
趣
家
に

対
し
て
、
単
な
る
切
手
知
識
・
郵
便
知
識
の
世
界
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を

積
極
的
に
一
般
的
な
歴
史
知
識
と
関
連
付
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、

狭
い
世
界
に
籠
る
こ
と
な
く
視
野
を
広
げ
て
い
く
姿
勢
は
、
趣
味
人
に
限
ら
ず
一
般
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学
的
な
調
査
手
法
へ
の
関
心
は
、
郵
趣
家
を
含
め
て
一
般
の
人
々
に
は
ま
だ
深
め
ら

れ
て
い
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
中
、
著
者
自
身
が
行
っ
た
調
査
に
関
す
る

記
述
は
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
成
果
は
別
に
公
表
し
て
い
る

の
で
本
書
で
は
手
順
の
あ
ら
ま
し
を
記
す
に
と
ど
め
て
い
る
が
、
第
一
次
大
戦
中
に

大
連
か
ら
ア
メ
リ
カ
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
郵
便
物
に
押
さ
れ
た
「
検
」
表
示
印
の
正

体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
郵
便
検
閲
と
の
関
係
を
推
測
し
た
後
、
当
時
の
刊

行
物
や
内
部
資
料
を
探
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
、
て
い
ぱ
ー
く
（
逓
信
総
合
博
物

館
）、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
図
書
館
と
訪
ね
歩
い
た
模
様
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
一
二
二
頁
以
下
）。
こ
こ
で
取
ら
れ
た
手
順
は
、
歴
史
学
に
お
い
て
通
常
用
い
ら
れ

る
手
法
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
多
く
の
郵
趣
家
に
と
っ
て
は
、
趣
味
の
世
界
で
も

こ
こ
ま
で
や
る
も
の
な
の
か
、
と
驚
き
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う

し
た
手
法
は
、
こ
れ
ま
で
も
一
部
の
郵
趣
家
の
間
で
実
行
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
紹
介

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
手
順
が
、
本
書
の
よ
う
に
郵
趣
家

の
広
汎
な
層
を
読
者
と
す
る
図
書
で
示
さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
著
者
が
郵
趣
家
と
し
て
こ
う
し
た
調
査
手
順
を
取
っ
た
こ
と
は
、
歴
史

家
に
と
っ
て
も
ま
た
同
様
に
驚
き
で
あ
ろ
う
。
非
郵
趣
家
は
―
そ
の
う
ち
壮
年
層
の

多
く
が
、
少
年
時
代
に
一
度
は
自
ら
が
切
手
収
集
を
経
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

な
お
さ
ら
の
こ
と
―
切
手
収
集
を
単
な
る
「
モ
ノ
集
め
」
と
し
か
と
ら
え
な
い
傾
向

に
あ
る
が
、
こ
の
事
例
は
、
切
手
収
集
が
決
し
て
そ
う
し
た
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
営
み
が
歴
史
学
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
類
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
二
・
二
六
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
に
関
す

る
コ
ラ
ム
（
一
三
五
・
一
三
六
頁
）
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
著
者
自
身
が
満
足

で
き
る
成
果
を
挙
げ
る
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
発
端
と
な
っ
た
著
者
の

疑
問
は
、
戒
厳
司
令
部
に
よ
る
事
件
直
後
の
郵
便
検
閲
印
の
使
用
が
、
事
件
の
舞
台

そ
の
「
モ
ノ
」
に
関
す
る
「
情
報
」
は
「
モ
ノ
」
を
理
解
す
る
た
め
の
手
段
、
ま
た

は
「
モ
ノ
」
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
に
位
置
付
け
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
し
た
が
っ

て
端
的
に
い
え
ば
脇
役
と
し
て
の
性
格
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
郵
便
史
収
集

に
お
い
て
も
、郵
趣
家
が
直
接
に
手
に
す
る
の
が
カ
バ
ー（
郵
便
物
）と
い
う「
モ
ノ
」

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
著
者
が
着
目
す
る
の
は
カ
バ
ー
そ
れ

自
体
で
は
な
く
、
郵
便
料
金
や
逓
送
経
路
と
い
っ
た
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
「
情

報
」
で
あ
り
、
こ
の
考
え
方
は
特
に
第
三
章
第
一
節
で
の
、
郵
便
史
収
集
の
三
本
柱

に
関
す
る
記
述
に
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
見
、
カ
バ
ー
と
い
う
物
品
を
収
集

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
「
情
報
」
が
収
集
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

伝
統
郵
趣
の
場
合
と
比
べ
る
と
、「
モ
ノ
」と「
情
報
」の
立
場
が
逆
転
し
た
形
と
な
っ

て
い
る
。
著
者
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
物
理
的
に
は
カ
バ
ー
上
で
直
接
見
て
取
れ
る

状
態
に
あ
る
郵
便
印
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
そ
の
可
視
性
ゆ
え
に
、郵
便
印（
よ

り
正
確
に
は
そ
の
印
影
）の
収
集
は
郵
趣
史
に
お
い
て
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
し
、

特
に
印
影
の
形
態
分
類
に
は
力
が
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
外
形
的
分
類
は

最
も
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
し
、
使
用
済
切
手
―
当
然
そ
の
上
に
は
郵
便
印
が
押
印

さ
れ
て
い
る
―
の
分
類
・
整
理
に
は
、
そ
う
し
た
作
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
が

不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
は
、
郵
便
史
収
集
に
お
い
て
は
、
単
な
る
印
影
形
態

の
異
同
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
郵
便
や
社
会
状
況
に
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

と
、
注
意
を
促
す
（
七
六
頁
）。
そ
こ
に
は
、
郵
便
印
を
、
そ
の
郵
便
物
の
輸
送
に

か
か
わ
る
「
情
報
」
の
現
れ
と
し
て
と
ら
え
る
態
度
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

歴
史
学
か
ら
郵
趣
へ
の
情
報
提
供
、
換
言
す
れ
ば
、
郵
趣
界
に
よ
る
歴
史
学
の
成

果
摂
取
は
、
郵
趣
界
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
今
こ
こ
で
深
入
り
す
る
性
格
の
問
題
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
著
名
な
郵
趣
家
の
中
に
も
歴
史
家
は
い
る
し
、
そ
う
で
な
く
と

も
歴
史
学
文
献
に
目
を
と
お
す
郵
趣
家
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
歴
史
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に
郵
便
事
業
や
切
手
類
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
の

政
治
・
経
済
・
社
会
の
動
き
を
も
読
み
取
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
歴
史
家
に

と
っ
て
も
、
郵
便
物
の
史
料
と
し
て
の
さ
ら
な
る
利
用
可
能
性
を
考
え
る
手
掛
り
と

な
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
切
手
・
郵
便
料
金
、
郵
便
印
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
知

見
を
得
る
た
め
に
は
、
本
書
刊
行
の
契
機
と
な
っ
た
『
日
専
』
の
他
、
本
書
第
四
章

で
言
及
さ
れ
て
い
る
『
日
本
郵
便
印
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
郵
便
印
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
編
）、
日
本
郵
趣
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）
が
有
用
で
あ
ろ
う
。

　

非
郵
趣
家
で
あ
る
歴
史
家
が
本
書
を
利
用
す
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
も
う
一
点
、

切
手
の
製
造
面
（
印
刷
・
用
紙
・
目
打
な
ど
）
に
つ
い
て
の
記
述
に
触
れ
て
お
き
た

い
。
未
使
用
の
切
手
は
、
伝
統
郵
趣
に
お
い
て
は
基
本
的
な
収
集
対
象
で
あ
る
が
、

カ
バ
ー
す
な
わ
ち
郵
便
物
を
重
視
す
る
郵
便
史
収
集
に
お
い
て
は
あ
ま
り
大
き
な
役

割
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
郵
便
史
収
集
で
は
切
手
製
造
時
の
状
況
よ
り
も
、
切
手

使
用
時
の
状
況
の
方
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
書
も
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
お
り
、

特
に
第
三
章
第
一
節
で
は
、
未
使
用
切
手
が
本
領
を
発
揮
す
る
切
手
の
製
造
面
に
つ

い
て
、
郵
便
史
収
集
に
お
け
る
位
置
付
け
が
否
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
（
八
一
頁
以

下
）。
し
か
し
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
郵
便
史
「
収
集
」
の
次
元
に
お
け
る
評
価
で
あ
っ

て
、
製
造
面
の
知
識
が
郵
便
史
全
般
に
お
い
て
意
義
を
持
た
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
製
造
面
の
知
識
は
そ
の
切
手
の
発
行
時
期
を
推

定
す
る
の
に
役
立
ち
、
と
り
わ
け
歴
史
家
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
郵
便
物
の
年
代
比

定
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
の
書
簡
の
年
代
比
定
を
、
例

と
し
て
挙
げ
よ
う
。
大
正
二
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
一
連
の
普
通
切
手
は
、
昭
和
一
二

年
以
降
順
次
図
案
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
使
用
さ
れ
続
け
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
切
手

を
貼
っ
た
書
簡
の
日
付
に
年
を
欠
く
場
合
、
郵
便
印
の
日
付
（
年
月
日
が
表
示
さ
れ

て
い
る
が
元
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
を
見
て
も
大
正
か
昭
和
か
判
別
で
き
な
い
こ

で
あ
る
都
心
部
で
は
な
く
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
郵
便
局
で
な
さ
れ
た
の

は
な
ぜ
か
と
い
う
点
だ
と
い
う
。
こ
の
問
題
提
起
が
か
か
わ
る
の
は
同
事
件
の
中
で

は
瑣
末
な
点
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
近
代
政
治
史
に
疎
い
立
場
な
が
ら
評
者
の

希
望
的
観
測
を
述
べ
る
と
、
今
後
、
こ
れ
が
同
事
件
の
研
究
に
何
ら
か
の
形
で
寄
与

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
（
通
説
を
覆
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
通
説
を
補
強
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
一
定
の
意
義
を
持
ち
う
る
は
ず
で
あ
る
）、
著
者
に
と
っ

て
も
郵
趣
界
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
喜
び
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
般
の
歴
史
学
に
よ
る
郵
趣
界
の
成
果
摂
取
の
動
き
は
、
残
念
な
が
ら
活
発
と
は

い
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
決
し
て
、
歴
史
学
に
お
い
て
郵
便
に
関
す
る
知
見
が
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
例
え
ば
、
月
日
の
み
し
か
記
さ

れ
て
い
な
い
書
簡
の
年
代
を
外
形
面
か
ら
推
測
す
る
際
に
、
封
筒
上
の
切
手
や
郵
便

印
が
手
掛
り
と
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
評
者
自
身
、
日

本
近
代
経
済
史
の
研
究
者
か
ら
、
切
手
類
の
図
版
や
発
行
日
デ
ー
タ
を
記
載
し
た
手

頃
な
資
料
集
（
郵
趣
家
の
立
場
で
い
え
ば
ま
さ
に
切
手
カ
タ
ロ
グ
の
こ
と
で
あ
る
）

は
な
い
か
と
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
郵
趣
の
知
識
が
歴

史
学
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
郵
趣
の
成
果
公
表
の
場

が
、
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
に
く
い
小
規
模
な
出
版
物
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
本
書
刊
行
の
契
機
と
な
っ
た
『
日
専
』
は
、
郵
趣
家
の
多
く
が
手
元
に
置
く

ほ
ど
の
基
本
文
献
で
あ
り
、
本
書
と
同
様
に
郵
趣
界
で
は
最
大
級
の
専
業
出
版
社
が

制
作
・
刊
行
に
関
与
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
す
ら
広
く
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。

　

繰
り
返
し
述
べ
た
と
お
り
、
本
書
は
郵
便
史
の
概
説
書
で
は
な
い
か
ら
、
個
別
の

知
見
を
こ
こ
か
ら
直
接
に
読
み
取
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
期
待
で
き
な
い
。し
か
し
、

本
書
は
、
例
示
的
と
は
い
え
、
郵
便
物
（
郵
趣
家
に
と
っ
て
は
カ
バ
ー
）
か
ら
は
単
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だ
け
を
記
載
す
る
場
合
（
雑
誌
自
体
が
郵
便
史
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
）
に
は
、
刊
行
者
名
と
と
も
に
雑
誌
名
も
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
な
っ
て
お
り
、
雑
誌

名
の
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
論
文
・
記
事
の
所
収
雑
誌
中
の
頁
数
も
記

さ
れ
て
い
な
い
。
趣
味
関
係
の
出
版
物
に
は
、
私
家
版
な
い
し
は
同
人
誌
の
性
格
を

帯
び
た
も
の
も
多
く
、
ま
た
、
雑
誌
所
収
記
事
は
年
度
（
巻
）
を
越
え
て
長
期
連
載

さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
た
め
、
学
術
文
献
の
よ
う
な
記
載
方
法
に
馴
染
み
に

く
い
と
い
う
側
面
は
確
か
に
あ
る
よ
う
だ
。
か
つ
て
、
趣
味
の
雑
誌
が
学
術
雑
誌
の

真
似
を
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
趣
味
人
側
の
こ
と
ば
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
評
者
は
、
学
術
文
献
で
の
括
弧
使
用
の
区
別
や
巻
・
号
、
頁
数
の
記
載
は
、
権

威
主
義
的
形
式
墨
守
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
読
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
実
用
主
義

か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、
理
解
し
て
い
る
。

　

お
よ
そ
書
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
宿
命
で
あ
る
が
、
本
書
も
残
念
な
が
ら
若

干
の
誤
植
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
単
純
な
も

の
で
、
本
来
の
語
句
が
容
易
に
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は

い
ち
い
ち
記
さ
な
い
。
た
だ
、
一
二
二
頁
と
一
六
五
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
ド

イ
ツ
人
郵
趣
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
の
姓
（Eichihorn

）
と
そ
の
論
文
の
所
収

雑
誌
名
（PH

ILA
T
ELIST

ICH
E JA

PA
N

）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、Eichhorn

、

PH
ILA
T
ELIST

ISCH
E JA

PA
N

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
雑
誌
に
つ
い

て
評
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
誌
名
の
表
記
は
、
形
容
詞
の
語
尾
と
一
二
三
頁
の
同
誌

の
図
版
か
ら
推
測
す
る
とPH

ILA
T
ELIST

ISCH
E JA

PA
N
-BERICH

T
E

ま
た

はPH
ILA
T
ELIST

ISCH
E JA

PA
N
BERICH

T
E

の
方
が
適
切
で
あ
り
、
読
者

の
便
宜
の
観
点
か
ら
は
、
一
六
五
頁
の
文
献
目
録
に
は
論
文
の
原
タ
イ
ト
ル
（
ド
イ

ツ
語
）
と
所
収
号
数
（
お
そ
ら
く
はN

r.133

）
も
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
連
の
切
手
は
途
中
で
用
紙
・
印
刷
面
寸
法
・
目
打
が

微
妙
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
製
造
時
期
を
絞

り
こ
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

御
自
身
も
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
、
本
書
の
執
筆
に
際

し
て
時
間
的
に
無
理
を
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
は
、
本
書
が
、
出
版
者
側
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
企
画
（
そ
れ
も
シ
リ
ー
ズ
物
）
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、同
じ
シ
リ
ー

ズ
の
他
の
図
書
の
テ
ー
マ
が
概
ね
伝
統
郵
趣
の
枠
内
に
収
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
本
書
の
場
合
は
、
伝
統
郵
趣
に
対
す
る
郵
便
史
収
集
の
位
置
付
け
と
い
う
、
大

き
な
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
収
集
対
象
物

の
範
囲
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
情
報
」
を
手
掛
り
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
も
の

の
、
郵
便
史
と
い
う
収
集
分
野
が
な
お
も
発
展
途
上
に
あ
り
、
郵
趣
家
た
ち
の
合
意

点
に
達
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
部
分
も
あ
る
。

　

本
書
は
、
現
時
点
で
の
合
意
点
を
最
大
限
に
取
り
ま
と
め
つ
つ
も
、
同
時
に
、
今

後
の
合
意
に
向
け
た
見
通
し
を
提
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
本
書
を
新
た
な
出

発
点
と
し
て
、
郵
便
史
収
集
自
体
、
そ
し
て
特
に
収
集
の
方
法
論
が
い
っ
そ
う
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
、
主
に
形
式
面
で
気
に
な
っ
た
点
を
記
し
て
お
く
。
郵
趣
の
み
な

ら
ず
趣
味
関
係
の
出
版
物
全
般
で
同
様
の
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、

一
六
四
・
一
六
五
頁
の
参
考
文
献
の
記
載
方
法
が
学
術
文
献
で
用
い
ら
れ
る
方
法
と

異
な
っ
て
お
り
、郵
趣
と
の
縁
が
浅
い
読
者
を
当
惑
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、

論
文
名
・
記
事
名
、
そ
の
所
収
書
名
・
雑
誌
名
の
い
ず
れ
も
が
、「　

」
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
区
別
の
た
め
二
つ
の
書
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ

が
、
雑
誌
所
収
論
文
の
場
合
に
は
著
者
名
・
論
文
名
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
所
収
雑
誌
名

は
明
朝
体
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
個
別
の
所
収
論
文
に
言
及
せ
ず
に
雑
誌
名




